
温室効果ガス（GHG）排出量のネットゼロに向けた取り組みにおいては、「いかに減らす
か」と同様に「いかに測るか」が極めて重要です。「炭素会計アドバイザー資格」は、国際
ルールに準拠したGHG排出量の正確な算定および情報開示に対応できる人材の育成・輩出を
目的として創設された民間資格です。当協会は、脱炭素への取り組みに不可欠な、国際基準
に基づくGHG排出量算定手法の普及を目指しています。

炭素会計アドバイザー資格

一般価格 6,380円

一般価格 9,680円

多くの企業様に本資格を幅広くご活用いただくため、従業員数100名以下の企業を対象とし
た**「リテラシー会員」**を新設いたしました。
本会員制度では、入会費・年会費を特別価格に設定するとともに、3級・2級資格の講習受講
料および資格試験受験料を会員価格にてご提供いたします。
脱炭素経営への理解を深め、さらには従業員一人ひとりのスキル向上に貢献することを目的
としています。（資格の詳細につきましては、裏面および公式Webサイトをご参照ください。）

炭素会計アドバイザー協会

リテラシー会員のご案内



カーボンニュートラルに関する知識・実務ノウハウを体系的に習得し、自社の脱炭素経営
への理解を深めるととともに、自社従業員のスキル向上に資する知識を習得できる資格
制度です。
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リテラシー会員は、3級および2級資格を会員価格にて受講・受験いただけます。

・脱炭素を巡る国内外の情勢について理解している。

脱炭素アドバイザー ・カーボンアカウンティングのサイクルについて理解している。

ベーシック認定 ・国際ルールを重視したScope1,2,3算定の考え方を理解している。

・脱炭素の経営上の重要性(リスク・機会)を理解している。

脱炭素アドバイザー ・国際ルールに沿ったScope1,2,3排出量算定方法を理解している。

アドバンスト認定 ・SBTの概要等について理解している。

・GHG排出量の削減手法を理解している。

・脱炭素経営について、包括的なアドバイスが出来る。

・SBTの認定要件を理解している。

・GHG排出量計測方法や削減手法の例示が出来る。

・排出コストの低減と移行措置コストの考え方を理解している。

試験概要

脱炭素

シニアアドバイザー

認定（申請中）

講習

試験

講習

試験

環境省認定制度 試験取得の要件/レベル

試験時間：90分

出題方式：多肢選択・計算問題

出題数：50問

合格基準：75%前後

試験時間：120分

出題方式：多肢選択・計算問題

出題数：70問

合格基準：80点水準

試験時間：90分

出題方式：多肢選択・計算問題

出題数：50問

合格基準：70点

１級

２級

３級

講習・試験

区分

講習

試験

*1級およびProfessional資格は一般価格でのご案内となります。
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